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食べることを支える 
日常動作も関係している

　要介護高齢者は、摂食・嚥下機能に難のある人
が多い。特に要介護4、5のほとんどすべての人
は、程度の差はあれ摂食・嚥下障害をもっている
と考えられる。
　この摂食・嚥下障害はここ20 年来、高齢者医
療・看護・ケアの分野で注目を集めてきた。関連
学会である日本摂食・嚥下リハビリテーション学
会は急速に会員を増やし、いまでは8,000 人を超
える大学会となり、近年では認知症ケア、褥瘡ケ
アと並ぶ重要分野として定着した感がある。
　当該学会でも摂食・嚥下リハビリの実践で大切
なことは「多職種協働」であることを強調してい
る。しかし、高齢者医療・ケアの現場を眺めてみ
ると、多職種の協調はあるものの、対象分野は口
腔・咽頭・食事といった「部分」に限られている
ようにもみえる。
　よく考えてみると、「食べること」を支えるた
めには、それらと同様に「姿勢と動作」といった
身体機能の重要性が指摘できる。たしかにいまま
でもシーティングの重要性がいわれてはいたが、
そのときの姿勢とは、基本的には食べるときに
限ったものであって、食べるときの適切な姿勢と、
日常の姿勢のリハビリとケアとの関連については

あまりふれられてこなかったように思う。しかし、
介護老人保健施設しょうわのエキスパート職であ
る岡本宏二氏が指摘するように、「動作はすべて
つながっている」のだから、日常の動作と食べる
ときの動作に関係がないはずがないのである。

動作の連続性を認識させる 
研修を開催

　全老健の研修会「食べることをとおしてのリハ
ビリテーションと多職種協働研修会」は、そこに
フォーカスを当てた企画である。昨年の石川県で
の全国大会でも盛況で、今年3月にも同名の研修
会が開催され、こちらも盛会裡に終了した。それ
は、食べるという動作を、他の日常生活動作と
シームレスにとらえ、いわば「目からうろこ」の
印象をリハビリ専門職、医師、看護職、介護職等
に与えたからだろう。
　この研修会では、食べることに直接かかわる機
能の解説に加え、姿勢と動作がいかに「食べるこ
とを支える」ことにつながるかを、座学だけでな
く実技をとおしてレクチャーされた。
　具体的なカリキュラムは、午前に一般社団法人
TOUCH 理事長の舘村卓氏による「口腔機能・
摂食機能・嚥下機能」、午後の前半に岡本氏、そ
の後、全老健研修委員で介護老人保健施設しょう
わ理事長の佐藤龍司氏を中心に、舘村氏、岡本氏
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を交えた実技中心の講義「①当たり前の介護をす
るために、②食べるための実技」が行われた。実
技では佐藤氏が発案した、たたみ一畳に足をつけ
た背もたれのないベンチ「畳台」（右下の写真参
照）が使われ、参加者は自らの体験として動作の
連続性についての認識を新たにしたようだ。

尊厳をもって生きるため 
食べることにこだわる

　佐藤氏はその講義の冒頭で、老健施設のスタッ
フに耳の痛い話をする。「人前でおむつにおしっ
こができますか？」「4人部屋のなかで、カーテ
ンで仕切ったポータブルトイレにおしっこができ
ますか？」「食べこぼし、汁が飛ぶからといわれ
ビニールエプロンをつけさせられてレストランで
食事ができますか？」などである。
　佐藤氏は「尊厳がなければ人は生きられない」
という。だから食べることにこだわるのだと。
　そこから佐藤氏は「立つこと」の姿勢と動作の
メカニズムを、椅子に座った受講生に体感させる。
次に、用意されたペットボトルのお茶をさまざま
な飲み方をさせ、飲むという動作に必要な条件を
認識させる。
　健常者であるケアスタッフは、「食べること」、
「立つこと・座ること」を、学校の授業で習うも
のの、自分自身では自然な動作として、特に意識
せず行っている。このような無意識に行っている
動作は、その複雑なメカニズムに意外と気づかな
い。どうやって自分は立っているか、どうやった
ら立ちやすいか、どうやって自分は食べているか、
どうやったら食べやすいかは、あまり認識しない
で暮らしている。さらにいえば、それらの姿勢と
動作が関係し合うものだということにはなかなか
意識が及ばない。
　それを気づかせる効果が「畳台」にはある。受
講生は今回の研修会に参加して、自分自身がこれ
まで当たり前に行ってきた行為がどのようなメカ

ニズムなのかを実感したはずだ。

食べることを支えるのは 
その人らしさを支えること

　今回の特集では、この研修会で行われた舘村氏
と岡本氏の講義を採録して紹介する。加えて、食
べることや姿勢と動作について、講義を通じて私
たちに多くの気づきを与えた佐藤氏にインタ
ビューを行い、高齢者ケアについての考え方を聞
いた。
　さらに、茨城県龍ケ崎市、鹿児島県鹿児島市の
2つの老健施設の取材記事を掲載する。
　両施設の特徴は、ともに「利用者本位（家族本
位）」の徹底したケアを実践しているということ。
「その人らしい生活」を支えるケアの一環として
「食事」がある。誤解を恐れずにいうなら、安全
だけを考えるケアではないということだ。誤嚥な
どのリスクも踏まえたそういう意味の食事であれ
ばこそ、専門職が集まった多職種協働である。両
施設ともカンファレンスのとき以外にも密な情報
交換を行っていた。
　今回の特集をとおして、気づきにくい「当たり
前のこと」を意識してケアに生かすことの重要性
を学べるはずである。

「畳台」を使った実技で行為のメカニズムを学ぶ研修の受
講生たち
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